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第３部会‐資料３１ 

資料名 
子どもたちの生涯学習活動への参加 

－社会教育機関における事例と実績－（平成 31・令和元(2019)年度) 

１．郷土博物館(本館・分館) 

 子どもの夏季休業期間にあわせた展示や子ども博物館教室等を行っている。 

⑴展示 

「杉並の生き物と外来生物‐メダカ！タヌキ！アライグマ！」 

開催期間：7 月 13 日～９月８日（48 日間） 

観覧者数：2,855人(観覧者数は一般も含まれている。) 

 

⑵講座・教室等 

子ども博物館教室 

事業名 開催期間 参加者数(人) 

勾玉を作ろう！ 8 月 3 日・4 日 48 

ベーゴマを回そう！ 8 月 17 日・18 日 25 

昆虫標本を作る！ 8 月 21 日 48 

 

２．社会教育センター 

 主として科学教育の一環として、子どもの夏季休業期間にあわせた展示や講座等

の主催事業を行っている。また、団体との共催により青少年事業等を実施している。 

  ⑴展示 

「スポーツを科学する」 

開催期間：8 月 10 日～８月 19 日（10 日間） 

来場者数：617人 

 

  ⑵講座・教室等 

小学生フューチャサイエンスクラブ(FSC) 

開催期間：8 月 6 日～8 日（3 日間） 

  参加者数： 321 人（延べ） 

中学生フューチャサイエンスクラブ(FSC) 

開催期間：７月 30 日～8 月２日（3 日間） 

  参加者数： 262 人（延べ） 

 

     ユネスコ活動(共催 杉並ユネスコ協会) 

事業名 開催期間 参加者数(人) 

国際中学生交歓会 

 

4月 2日・3日 52(延べ) 

国際子ども交歓会 10月 18日 124 

ユネスコ教室 8月 5日～8月 10日 204(延べ) 

ユネスコ中学生クラブ 4月 13日～2月 8日 177(延べ) 
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３．連携による取組み 

郷土博物館「杉並の生き物と外来生物」と社会教育センター「スポーツを科学する」

とが合同で「スタンプラリー」を実施している。 

  また、こうした子どもの夏季休業期間にあわせて社会教育関係課が行う夏休みの子ど 

も向けイベント情報を収集して「夏休み子ども情報カレンダー」を作成し区立小学校全

児童に配布している。 

 

 

 ４．「次世代育成基金」を活用した体験交流事業 

  区の交流自治体である北海道名寄市へ公募による小学５・６年生２５名を派遣し

ている。 

   小学生名寄自然体験交流事業  小学５・６年生 25 人 

11月 8日 事前学習会(第１回)、結団式・保護者説明会 

11月 24日 事前学習会(第２回)、調べ学習・インターネット交流 

12月 9日 事前学習会(第３回)、保護者説明会 

12月 26日   

    ～28日 

26日 
区役所→羽田空港→旭川空港→名寄市立天文台で天体観測

（宿泊は２泊とも「森の休暇村」コテージ） 

27日 
北国博物館見学、スノーシュートレッキング・かまくら体

験・雪中遊び(地元児童と交流）、カーリング、天文台での

天体観測 

28日 名寄市→旭山動物園見学→旭川空港→羽田空港→区役所 

 1月 14日 学習相談会 

  2月 1日 学習成果発表会 
 

 


